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学校保健

「学校保健に求められる養護教諭の役割」を意識した取組とは

佐原美穂

Approaches Concerning about 
Health" 

Miho Sahara 

The purpose of this study is showing the results and issues on approaches focusing on“habits”which make 

an important role in home education in terms of what a school nurse is required in the school health from now 

on. This study pays attention to the posture through observing children in the present. The school nurses make 

a chance to share this problem with the dentists at our school, and fortunately, the dentists make a speech about 

this problem which the school nurses concerned. Through this event, the school nurse finds the importance of 

coordinator role. Moreover, the researcher gets a chance to rethink how important health care guidance is 

because this event can change some student’s behavior. In this study, the researcher focuses on getting students 

"to think of their posture”， and co叩orateswith homeroom teacher and asks them to focus on core training during 

playing. (p.41-46) 

1 はじめに

昨今の子どもの実態について調べていると，子

どもの徳育に関する懇談会において「他者への思

いやりの心や迷惑をかけないという気持ち，生命

尊重・人権尊重の心，正義感や遵法精神の低下や，

基本的生活習慣の乱れ，自制心や規範意識の低下，

人間関係を形成する力の低下などの傾向」 I）が実

態として指摘されていた。また，重点的に取り組

むべき取組の観点として， 「乳幼児期からの基本

的な生活習慣の形成J2）が挙げられている。

心と体の健康は相互に密接な関連をもち，一体

となって形成されていくことから，子どもの心身

の健全な発育や発達の基礎を培うために，さらな

る健康教育の充実が望まれており，養護教諭の役

割は大きくなっていると考える。

また，成長過程として，乳児は外界への急激な
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環境の変化に対応しながら生活のリズムの形成を

始め，幼児期になるにつれ，基本的な生活習慣を

獲得していくようになる。この過程を積み重ねな

がら基本的な生活習慣を形成していくことこそが，

道徳性や社会性の基盤をはぐくむ体験をする上で

の基礎になるのではなし、かと考える。

基本的生活習慣の形成には，家庭教育が重要な

役割をもつが，同報告において，乳幼児期の子育

てを取り巻く状況についても様々な課題があると

指摘されている。近年の少子化や都市化の影響に

より，家庭や地域において，子どもが幼児期にふ

さわしい生活のリズムが獲得されにくくなってい

るとしづ現状があり，このような家庭や地域社会

の在り方が変化する中で，不安や悩みを抱える保

護者が増加していることも指摘されている九

また，文部科学省から出された「次世代の教育

を考える（報告）」によると， 「幼少期には，親
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や祖父母が子どもに対して強い関心を抱いている

ことが多い。さらに，較をしたり，しっかりと言

い聞かせるなどの家庭教育は，幼少期から就学前

に行われる方が効果が高いため，この時期を大切

にすることを訴えてし、く取組が大切」 4）と述べて

いる。不安や悩みを抱える保護者が増加している

昨今だからこそ，家庭教育の力となるような取組

を行うことが教育現場にも求められていると考え

る。このことについては，後に述べる「これから

の学校保健に求められている養護教諭の役割」と

も繋がってくるのではないだろうか。

そこで，本研究では「これからの学校保健に求

められている養護教諭の役割Jという視点で取組

を実施し，その成果と課題について明らかにする

ことを目的とする。

2 基本的生活習慣と習慣について

基本的生活習慣とは『新版保育用語辞典』に

よると， 「日常生活の最も基本的な事柄に関する

習慣」 5）とある。この基本的生活習慣は生理的基盤

に立つ習慣と社会的・文化的・精神的基盤に立つ

習慣の 2つに分けられると言われており，その中

に食事・睡眠・排f世・着脱衣・清潔が含まれてい

る。 6)

次に習慣とは何かについて整理する。 『大辞泉

第二版』に「習J慣j としづ語は次のように記され

ている。 「①長い間繰り返し行ううちに，そうす

るのがきまりのようになったこと。②その国やそ

の地方の人々のあいだで，普通に行われる物事の

やり方。社会的なしきたり。ならわし。慣習。③

心理学で，学習によって後天的に獲得され，反復

によって固定化された個人の行動様式。」 7)

また，『日本大百科全書』には，習慣とは「行動

の具体的動作面でいわれるだけでなく，言語習慣，

思考習慣などというように象徴的な面にも用いら

れるし，また個人的行動に限らず、社会的，文化

的行動についてもいわれるJ8）とある。

つまり，習慣とは，元々備わっているものでは

なく，後天的に獲得する行動様式であり，長い時
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間をかけ，反復して行うことで習得されるもので

あり，また習慣の中の一つに基本的生活習慣があ

ると捉えた。さらに，習慣形成については，早い

時期に行われることが大切であり，幼児期が習慣

形成の適時期である 9）ことが指摘されていること

から，基本的生活習慣に限らず，その他の習慣に

ついても幼児期に繰り返し指導することが重要で

あると考える。

よって，本研究では，基本的生活習慣に限らず，

習慣全般に着目した取組を行うこととする。

3 これからの学校保健に求められている養護

教諭の役割とは

中央教育審議会答申（2008）では「子どもの心

身の健康を守り，安全・安心を確保するために学

校全体としての取組を進めるための方策について」

の提言がされており，その中で「養護教諭に求め

られる役割」についても述べている川。この答申

をうけて，日本学校保健会が養護教諭の主な役割

を次のようにまとめている II）。

(1）学校内及び地域の医療機関等との連携を推進

する上でコーディネーターの役割

(2）養護教諭を中心として関係教職員等と連携し

た組織的な健康相談，健康観察，保健指導の実

施

(3）学校保健センター的役割を果たしている保健

室経営の実施

(4）いじめや児童虐待など児童生徒の心身の健康

問題の早期発見，早期対応

(5）学級活動における保健指導をはじめ，ティー

ム・ティーチングの兼職発令による保健学習な

どへの積極的な授業参画と実施

(6）健康・安全にかかわる危機管理への対応

さらに，養護教諭の職業倫理として関係者との

協働を挙げており，下位項目として養護教諭は，

「子どもの心身の健康の保持増進及び健康課題の

解決に当たって，組織的に対応し，他の教職員や

保健医療福祉などの関係機関，保護者等と協働し

て効果的な解決を図る。」 12）としている。
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本研究では， 6つの役割の中の（1)(2），且つ保

護者との協働に視点をおいた取組を行うこととす

る。

4 実態の把握と問題点の明確化

子どもたちの日常の様子，保健指導時，また誕

生会など集う時に行動観察を行い，どの習慣に課

題が見られるかを見取っていった。その結果，以

下のようなある習慣1が日にイ寸いた。

（行動観察により）

①椅子に座るときに足をぶらぶらとさせてい

る。

②椅子に座るときに体を揺さぶっている。

③椅子に座るときに足を組んでいる。

④椅子に深く座り，前かがみになっている。

⑤椅子にずりこんで、座っている。

このように子どもたちの姿から姿勢に関する指

導の必要性を感じた。

では，姿勢も“習慣”のーっと捉えてよいのだ

ろうか。

林（2015）は， 「運動，食事以外で重要な生活

習慣に姿勢があり，幼児からの姿勢指導も大変重

要J13）と指摘していることから，姿勢も習慣のー

っと捉えることとした。

また，姿勢指導の必要性について，石原（2002)

は， 「『姿勢のよさ」は体力，なかでも背筋力と

の関係が深く，『姿勢に気を付けているかどうか』

は，健康や体力に関する意識と関わりが深しリ 14)

と述べている。

幼児の実態から考えたとき，前者よりも後者の

「意識づけj をすることが今の時期には大切では

なし、かと考えた。理由として，骨が柔らかい幼児

期に悪い姿勢が身に付いてしまうとそのままの癖

になってしまう恐れがあるが，今の時期に姿勢を

意識することができるとそれを防ぐことができる

のではなし、かと考えるからである。

よって，子どもたちの姿から“姿勢”の習慣を

健康課題とし，取組を行った。
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5 取組の実際

(1) 全学年共通の保健指導の実施

12月の発育測定時の保健指導で「あしぺたん・

せなかぐう・せぽねすう一Jとしづ姿勢に関する

指導を実施した。対象学年は， 3歳児， 4歳児，

5歳児の全学年である。

指導をするにあたって，子どもたちが姿勢を意

識できるような工夫を 3点行った。

1 点目は，~·回 ·EEヨという子ども
たちにとって分かりやすい簡潔な表現にし， 3歳

児， 4歳児， 5歳児のどの年齢でもイメージがし

やすいキーワードを提示したことである。すうー

としづ表現は，本園で普段姿勢を正す表現として

用いられているものであり，その表現も一緒に活

用した。そうすることで「すうーってもしかして

背骨のことかな」というイメージを子どもたちは

もてるのではなし、かと思ったからである。

2点目は，図 1にO印で示しているようにシー

ルで、場所を提示したことである。背骨や床という

単語だけでは，どこの場所のことをいっているの

か子どもたちはイメージしにくく，意識にも繋が

らないのではなし、かと予測し，提示することとし

た。

3点目は，背骨が見えるエプロンを作製したこ

とである。子どもたちにとって“背骨”は見えな

い部位でもあり，「背骨がぐにやりとなっている」

という想像することが困難であろうと予測し，作

製することとした。

図1 かっこいい座り方
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図2 指導で使用した骨エプロン

3歳児の 11月の保健指導の様子を写真（図 3)

で見ると，姿勢を意識せず，机に寄り掛かったり，

背中がぐにやりとなっていたりしていた。また，

足をぶらぶらさせる子や足を組む子も見られた。

しかし， 12月に指導をしている時は，終始姿勢

を意識している子が多く見られた。背中がぐにや

りとなっている子はあまり見られず，集中して指

導を聞いている様子だ、った。

また，指導後の誕生会で，背中がぐにやりとなっ

ていることに自ら気づき，背中にぐうと拳を入れ

て姿勢を直している年長児の姿があったり，冬休

み明けの 1月でも姿勢に意識する年少児の姿が見

られたりした。 「し、えでもやっとるよj 「パパに

もおしえてあげたよ」と教えてくれる子どももい

た。 3歳児の 1月の保健指導の様子を写真（図 4)

で見ても， 11月に比べ，子どもの意識の変化が見

えてくる。個人差はあるものの，指導をすること

が姿勢を意識するきっかけになったと感じる。

図3 指導前（11月）の子どもの様子（3歳児）

図4 指導後（ 1月）の子どもの様子（3歳児）

(2）保健だよりの活用

1でも述べたように，家庭との連携は不可欠で

あり，出井ら（2009）は，園や学校が出す情報の重

要性について述べている。著書のなかで，現在の

子どもの状態や日常の健康観察などを園だけでは

なく家庭や地域社会とも共有することが連携には

重要であることを示している 15）。互いに共有する

ことで健康問題の解決及び健康増進にも役立てる

ことができる。 「保健だより」も情報を共有する

ためのーつの手段であり，子どもの健康の保持増

進を図るための学校保健活動の一環であると考え

る。

これらのことを踏まえ，全学年の保健指導が終

わった後，保健だよりを発行した。保健指導のね

らいと指導の具体的な内容について知らせ，家庭

との共通理解を図った。さらには，家庭でも同じ

合言葉を使ってほしいと願い，家庭への協力を依

頼した。

家庭とともに実態を共通理解することで，保護

者も意識するようになり，この積み重ねが家庭教

育に繋がると考える。
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図5 保健だより「すくすく」
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(3）幼稚園歯科医との連携

三木（2005）は，聞かれた学校づくりの促進と家

庭，地域との連携において必要な観点を次のよう

にまとめている。 「学校と家庭，地域との連携を

厳密にしていくためには，その『かけ橋』となる

組織が必要である。 J16) 

幼稚園では現在，年に一度幼稚園歯科医による

歯科講話を実施している。地域保健を担う歯科医

と連携をすることを地域との連携と捉え，保護者

対象である歯科講話は，幼稚園と家庭，そして地

域をつなぐ「かけ橋」となるものではなし、かと考

える。

そこで，今年度，歯科講話について連携をする

際，姿勢に関する話も加えていただ、くようにお願

いをした。理由は，幼稚園で子どもたちに行った

姿勢指導と関連性もあり，食べるときの姿勢の習

慣にも家庭で気を付けてほしいという願いがあっ

たからである。また，事前に「どのような内容で

歯科講話を聞きたし、か？」という質問を保護者に

したところ，歯並びに関する質問が多く出された。

歯列に関しては，姿勢と密接な関連があるため，

よい機会であると捉えた。

歯科講話を聞いた保護者からの意見は次の通り

である。

「歯と姿勢の話やくせの話など詳しく聞けてよ

かった」

「歯並びは生活習慣が大きく影響していること

を知り， 日頃の“くせ”を見直すきっかけに

なりそうだ」

以上のような意見をいただ、き，保健指導と関連

させた効果を感じている。

ある。

本研究では，地域保健を担う幼稚園歯科医と連

携を密にとることで，保健指導と同じ目的の歯科

講話をしていただくことができ，養護教諭の役割

であるコーディネーター力が重要であることが分

かった。姿勢と歯の関連については，昨年度の学

校保健委員会でも出た内容で、もあり，現代の子ど

もたちの歯や口の健康には姿勢を意識することが

大切であることを認識していたことも連携をする

際に役立てることができた。また，連携という観

点でいうと，家庭との連携についても推進するこ

とができたが，一方で家庭での意識づけについて

どのような変容が見られたかまで見取ることがで

きなかった。今年度の成果と課題を踏まえながら，

次年度はさらに充実した連携を推進していきたい

と考える。

第二の視点は，養護教諭を中心として関係、教職

員等と連携した組織的な健康相談，健康観察，保

健指導の実施である。

本研究では，普段の子どもたちの姿からみえた

健康課題についての保健指導を実施することがで

きた。簡潔な表現で子どもたちに提示することが

意識づけに効果的だ、ったと感じる。

一方で，姿勢指導には筋力の向上も重要である

といわれているが，今回の保健指導では，姿勢と

身体症状との関係や健康に及ぼす影響などの知識

に関することは指導の中で深く触れず， 「自分の

姿勢を意識させる」ということに内容を絞った。

全学年共通の指導ということで，そのような知識

に関することは指導内容に入れなかったが，保健

だよりで知識に関することを触れてもよかったか

もしれない。また，今後は体幹を鍛える運動を遊

びの中で取り入れるなど担任等との連携を組織的

に推進していったり，姿勢に関する気づきをもっ

本研究では， 「これからの学校保健に求められ と聞き出したりすることで，より工夫した取組に

6 考察

ている養護教諭の役割j から主に 2つの視点を中 なったのではなし、かと考える。

心に取組んだ。そこから見えた成果と課題は次の 組織的な学校保健活動を推進するためにも，他

通りである。 の教職員と共通理解を深めることを大切にしてい

第一の視点は，学校内及び地域の医療機関等と きたいと考える。

の連携を推進する上でコーディネーターの役割で

「
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佐原： 「学校保健に求められる養護教諭の役割」を意識した取組とは

7 おわりに

今回の研究では，これからの学校保健に求め

られる養護教諭の役割に視点を置いた取組を実

施し，その成果と課題を明らかにすることがで

きた。役割を意識して取組を推進することで，

改めて園と家庭，そして地域が連携することの

重要さを認識することができた。

子どもの健康課題は時代の流れとともに変化

していくが，その課題に適切に対応していくた

めにも，今後も継続して新たな知識の習得及び

指導方法の開発などに取り組んでいきたい。
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